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地域と大学
～どうすれば地元自治体と

大学が共生できるか～

大学コンソーシアム京都
FD・SDフォーラム
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京都市出向時の話
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京都市着任時に言われたこと

「京都市には全国から集まってきた１５万人の
学生さんがいるが、２割しか京都に残らない。
もっと京都に残って、活躍してもらうことは
できないか？」
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「地域」を行政に絞った時に、

地元自治体って、具体的には誰のこと？
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京都市と、大学の連携？

京都府と、大学の連携？

大学コンソーシアム京都の立ち位置は？
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京都市の
大学政策の
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着任時に大学と京都市で目線合わせが
できたと感じたのは、コロナ対応
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分かりやすい連携事例としては、

京都市立芸術大学南側の将来活用地の

共創HUB京都
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行政が連携したい理由はわかりやすい
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大学はなぜ地域と連携（共生）したいのか？

連携（共生）の目的は何か？
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（再掲）京都市着任時に言われたこと

「京都市には全国から集まってきた１５万人の
学生さんがいるが、２割しか京都に残らない。
もっと京都に残って、活躍してもらうことは
できないか？」
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民間を介した地元自治体（県）と
大学の連携
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Product
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【プレスリリース】ライフイズテック、山梨県と共同で「DX人材育成エコシステム創出事業」を開始

【プレスリリース】ライフイズテック、山梨県と共同で地域社会・中小企業のDX推進を担う大学生リーダーを育成27

https://life-is-tech.com/news/news/240820-release
https://life-is-tech.com/news/news/241219-release


改めて、

大学はなぜ地域と連携（共生）したいのか？

連携（共生）の目的は何か？
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